































では両者の競合の結果、非ユニタリなん(乏 -iay)状態(0<α< 1)が実現する。一方、 Hc2か
ら磁場を下げて行くと、非ユニタリ状態は凝縮エネルギーを損して不安定化するため、ユニタリ
なkyZ状態への crossoverが生じ、これに伴い比熱の 2段目のピークが形成される。ゼーマンシ
フトの効果は高磁場ほど強いので、このcrossoverは低温、高磁場でのみ顕著な振舞いを見せ、観
測可能となる。これから、実験で観測された三重臨界点のような構造が自然に導かれる。本研究
ではさらに、上記のcrossoverとは別に、低磁場で起こることが期待されるん£→(ん土ik.ν)Zと
いう状態変化に伴う相転移の相転移ラインの位置の計算結果などについても報告する。
-248-
